


















Changes in the Care Environment of Infant Homes
A History from the Child Welfare Act to the 2015 Guidelines on Care at Infant Homes
Rina Ikeda






















































































































































































































































2 養育の環境 1 （2015）　第 2節「人的環境の整備」で家庭支援専門相談員と個別対応職員を別項目記載、里親支援専門相談員　を追記
3 子どもの発育 1 （2009）　第 5節「特別なニーズを持つ子どもの発育」に発達障害　を追記




6 養育の内容 0 変更なし









9 事故防止と養育者に対する安全教育 0 変更なし
10 養育計画作成上の留意事項 1 （2002）　「自立支援計画の作成」を追記






13 退院への指導とフォローアップの重要性 1 （2009）　他章記載※の第 1節「家庭との連携」を本章に移動




























































15 養育者として望まれるもの 0 変更なし
16 子育て支援に向けての乳児院の役割 1 （2002）　独立章立てとしての項目は削除
















































看護婦と保母、2. 仲間関係、3. 男性養育者、4. 
ケースワーカー、5. ボランティア、を示し、「物的


















































　乳児院における生活活動として 1. 睡眠、2. 栄養、
3. 排泄、4. 沐浴・入浴・清潔・衣服、5. 遊びがあ
げられ、その一般的対応とポイントについて具体的
に示している。1.では ① 睡眠リズムの発達 ② 睡
眠のトラブルやくせ ③ 睡眠の環境について記載。
2.では ① 授乳、② 離乳食、③ 摂食行動、④ 食
事時間、⑤ 食事の環境について記載。3.では ① 
おむつ交換 ② トイレットトレーニング（ステップ
を追って解説）③ 排泄の環境について記載。4.で
は、① 沐浴・入浴 ② 歯磨き ③ 清潔な環境とし、
保健衛生における沐浴・入浴・手洗いや歯磨きの効
果を述べている。5.では、① 乳幼児にとっては遊
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・
握 ② 発育状態の把握 ③ 授乳・食事 ④ 排泄 ⑤ 
清潔・健康習慣・衣服 ⑥ 休養 ⑦ 体力づくり ⑧ 
環境保健 ⑨ 家庭・地域との連携、また 3.につい














記録 ② ありふれた感染症の集団発生予防 ③ 伝染
病について述べ、とくに直接処遇スタッフが乳幼児
の数日前からの変化を健康情報として把握すること
の重要性を説き、2.では ① 発熱 ② 下痢 ③ 嘔吐 
④ 脱水症状 ⑤ けいれん ⑥ 咳と呼吸困難 ⑦ 病
虚弱児・障害児への対応が示されている。また 4.で
は ① MRSA感染症 ② B型肺炎・C型肝炎 ③ 
HIV感染症について触れ、5.では ① 気道の確保 




















































　初版では 1. 保健管理の基本、2. 日常の養育にお
ける保健活動、3. 健康診断と健康診査、4. 予防接
種の計画と留意点、で構成されている。1.について
は ① 保育看護の専門性の向上、② 養育手順の作




























画にあたっての留意事項 ② 援助計画の区分 ③ 月
間援助計画 ④ デイリープログラムが記され具体例
を提示している。4.には ① 記録の必要性 ② メモ
















連携、とされている。1. については ① 入所時の
背景 ② 養育の個別性 ③ 養育の一貫性、2.につい
ては ① 複雑な家庭問題への関わり ② 子どもの心
身上の問題への対応 ③ 短期入所の受け入れが記さ
れている。3.では ① 入所前 ② 入所当初 ③ 入所
中、に区分して示されており、4.では ① 発達心理
学の知見から ② 乳児院内の移室 ③ 他施設への移












4. 地域社会での連携、であり、1. には ① 入所直
後の対応 ② 親の子との愛着関係、養育意欲の形成






















に i 対象者 ii 対象者の自己決定の尊重 iii 親とし
ての自己確立への援助 iv 対象者のニーズの個別
化 v 対象者への守秘義務 vi 問題の明確化と問題
解決への援助、と詳細な解説を示している。また






























委託の場合、4. 措置変更、で構成。1.では ① 処
遇の一貫性 ② 喪失と分離 ③ 赤ちゃん返りの受け




わせ ② 交流開始 ③ 里親と子どもとの親子関係づ
くり ④ 里親委託の決定とその後のフォロー ⑤ 実
親との調整、とその手順が記され、4.には、① 交



















































触れている。2.では ① 子育て支援事業の重要性 
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・
名称 乳児院養育指針　初版 乳児院養育指針　改訂版 乳児院養育指針　新版 乳児院養育指針　改訂新版
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3 歳～4 歳 児、9）4 歳～5
歳児、10）5歳～6歳児
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17.　実習指導の留意点 17.　実習指導の留意点 17.　乳児院の現状と課題 17.　実習指導の留意点
1）実習生を受け入れる意
義、2）受け入れるに当
たっての配慮、3）指導体
制、4）実習指導の内容、
5）指導（スーパービジョ
ン）、6）評価
1）実習生を受け入れる意
義、2）受け入れにあたっ
ての配慮、3）指導体制、
4）実習指導の内容と指導、
5）評価
1）乳児院とは、2）乳児
院の変遷、3）児童福祉に
かかわるその後の動向と
乳児院
1）実習生を受け入れる意
義、2）受け入れにあたっ
ての配慮、3）指導体制、
4）実習指導の内容と指導、
5）評価
18.　乳児院の現状と課題
1）乳児院とは（修正・加
筆）、2）乳児院の変遷、3）
児童福祉にかかわるその
後の動向と乳児院
